
令和５年２月28日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が週１回以上活用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童への出席を担任が働きかけた。

３：８０％以上の担任が働きかけた。

２：６０％以上の担任が働きかけた。

１：６０％以下の担任が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。
４：必要な事案に対して会議を実施し、組織的に対応
した。
３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：月1回以上更新した。

３：学期に2～3回更新した。

２：学期1回以上更新した。

１：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

・先日の展覧会で品川特別支援学校の４年生の作品と
写真が掲示されていて、とても良いことだと思いました。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
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保護者アンケートより

「学校は、わかる授業
づくりに努力している。」
に対して肯定的な回答
の割合

　　　　　97%

児童アンケートより

「運動することや、健康
を保つことに関心をもっ
ている。」に対して肯定
的な回答の割合

　　　　　86%

6
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３：
80%
以上

　　　　＜これまでの取組＞
・「早寝・早起き・朝ごはん」月間の
取組で啓発を行うとともに登校時
の検温や休み時間ごとの消毒
等、感染症対策の徹底に努めた。
・低学年を中心に食育指導を行
い、バランスのよい食生活の大切
さを理解させた。
・春のスポーツ競技大会や秋の表
現運動発表会を実施し、運動に
対する興味関心を高め、運動する
喜びを体感させた。
　　　　＜今後の改善策＞
・今後も中休みの全員外遊びの
継続や体育の授業や体育的行事
を通して、運動習慣の確立を図
る。

３：

80%
以上

２：

70％
以上

1

目標に対する成果指標

２：

70％
以上

４：
90%
以上

4

児童のアンケートより

「授業がよくわかる。」
に対して肯定的な回答
の割合

　　　　　　93%

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

Ａ

１：
70%
未満

学校関係者記入欄

6

令和４年度　大田区立入新井第五小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。
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ン
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・学校規模等…本年度は開校から９０年目にあたる。児童数３８７名（７月１日）、学級数１３学級（第３学年…３学級  1.2.4.5.6学年…2学級　）　、教職員数19名（管理職2名　学級担任13名　専科4名）
・学校の特色…本校の校風は穏やかで、これは、各町会、卒業生、保護者等、古くから本校にかかわりのある人々の温かな支えによるところが大きい。また、教育活動への支援として、スクールサポートいりご（グリーンサポーターや図書ボランティアなどの常時活動や、夏休みわくわくスクール
等）の取組が年々充実している。（昨年度はコロナウイルス感染症対策のため中止）児童は何事にも素直な気持ちで向かうことができる。児童は、学年の壁を越えて交流（たてわり班等）するなど、豊かなかかわり合いが見られる。
・本校の取組…自分の気持ちや思いをしっかりと伝えられる児童の育成に取り組んできている。今年度も特別活動を重点に研究を進めて、12月９日に研究発表会を行う。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

　　　　＜これまでの取組＞
・地域防災訓練に多くの教職員が
参加し、地域の方と協力し防災拠
点としての学校の立場を意識し、
設営の方法を学んだ。
　　　　＜今後の改善策＞
・今後も、学校ホームページに学
校の様子を毎日アップし、保護者
や地域の方に学校の情報を発信
する。

・地域、街（町会）とのコミュニケーションは、教育面と併
せて、準備⇒実行⇒終了作業のプロセスが大変良くなさ
れています。
・毎日更新されるHPを楽しみにしている保護者も多いこ
とでしょうね。先生方も楽しんで負担なく続けていただけ
ればと思います。
・評価が高すぎる。９９%や９８%もの評価は不自然。評価
が適切でないのかも。
・いつも本当にありがとうございます。
・毎日ホームページが更新され、学校の様子を見ること
ができるのが良い。写真が多く楽しみです。
・ホームページを毎日アップの目標が実施されたことに
頭が下がります。校長の想いを全職員が受けとめ実行
するという形は絆の強さ、チームワークを感じました。

6

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

4

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

取組
評価

4

4

3

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童
に関するケース会議等を実施する。

プ
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ン
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１：

70％
未満

4

学習カルテを基に児童と面談し、一人ひと
りの学習のつまずきや学習方法について、
指導する。

Ｂ

４：

90％
以上

４：

90％
以上

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童に対
して組織的に対応する。

4

3

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数の補習を実施す
る。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

・緻密な学習計画とさおれに基づく指導がなされているこ
とに、ただ驚き感心するばかりですが、先生方のご多忙
の一因でもあると思うと、ほどほどにしてください。老婆
心でつぶやきたくなってしまいます。
・アンケートの結果は素晴らしいと思う。
・理解力の差をどのように埋めていけるかが難しい部分
かと思います。なかなか時間が無い中かと思いますが、
１対１の場面も必要なのかと感じました。
・基礎基本を大事に学力を定着させる。更に楽しい授業
の工夫をお願いします。
・児童の個人能力には差もあると思いますが、個別対応
の指導をされていることは、先生たちの努力工夫もあっ
てだと思うので感謝いたします。

　　　　＜これまでの取組＞
・学習カルテによる具体的根拠を
基にした一人ひとりの課題を踏ま
え、学習計画と指導方法の見直し
を行った。
・補習が必要な児童を少人数に絞
りじっくりと個別指導を行った。
・学習効果測定の結果を基に、各
教科の主任が中心となり、授業改
善推進プランを作成し、全教員が
それに基づいた授業を行った。

　　　　＜今後の改善策＞
・算数チェックシートを活用し、学
習内容の理解度を把握し、個別
に課題を決めて指導することを徹
底させる。

4

4

Ａ

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

B

　　　　＜これまでの取組＞
・学校のきまりだけでなく社会の
ルールを守るための手立てを、大
森二中と情報交換しながら、社会
の規範意識の向上を図った。
・２学期の学校公開で全クラス道
徳の公開を行い、指導案を作成
に当たり道徳教育推進教師を中
心に指導法等研鑽を行った。
・学校生活調査（メンタルヘルス
チェック）の結果よりストレス症状
のみられる児童に担任やSCが個
別に面談を行った。（1学期：5年全
員）
・生活指導夕会等を活用し、児童
やクラスの情報を共有を図った。
「いじめは絶対にゆるさない。」と
いう意識を高めるために研究を
行った。状況によりいじめ対策委
員会を開き、迅速かつ組織的に
対応した。
　　　　＜今後の改善策＞
・生活指導夕会で、活発に情報交
換できる雰囲気作りを更に進め、
全教員が些細なことでも情報を発
信できるようにする。更に、状況に
応じて素早く組織的に対応できる
体制を確立する。

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

3

4

3

4

4

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童や保護者に対し、望ましい生
活習慣についての意識啓発を行う。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

4

２：
70%
以上

保護者アンケートより

「学校は地域・保護者との
協力のもと、教育活動の充
実に努めている。」に対し
て肯定的な回答の割合

　　　　　　98%

・校内にて児童よりの積極的な授業が極めて素晴らしく
思えます。
・保護者アンケートの肯定的な回答の高さがすばらし
い。先生方が子どもの悩み等にどれほど誠実に向き
合っておられるかがよくわかります。
・道徳教育にもっと多くの時間を使ってほしい。
・少し評価が高すぎる様に感じる。
・気になる児童がいましたら、一言でも先生から声掛けを
していただけると子どもたちもどんどん先生方に話をして
くる雰囲気になると思います。
・規模の小さい学校ならではの全教員によるきめ細かい
対応をよろしくお願いします。
・多数決ばかりでなく、少数意見にも耳、心を向けようと
されている体制に感謝します。

・コロナ禍で大人も子どもも体力の低下が心配される
中、子ども自身にどうすれば健康を保てるかの関心をも
たせるのは大切なことですが、やはり家庭の協力なしで
は難しいだろうとお察しいたします。
・取組評価は高いのに成果評価の方が低いのは、どうい
うことでしょうか。
・ゲームなどで遊ぶ時間は長い子どももいると思うので、
学校での体を動かす習慣を確率をお願いいたします。ス
ポーツ選手を呼んで講和実演してもらうと更に興味が出
てくると思いました。
・来年度はコロナ禍での制限がゆるやかになり、子供た
ち一人一人の活躍の場が増えることを期待します。
・中休み全員遊びということが少し強制に感じます。子ど
もたちは外遊びが好きな子が多いと思いますが、子供た
ちが選べる形を望みます。運動の習慣、体力の向上の
意も理解はしますが、

・保護者アンケートの肯定的な回答の高さは驚くばかり
です。学校に対する子ども・保護者両者からの信頼の深
さを示すもので３項目目の数字と合わせて入五小の素
晴らしさがよくわかります。
評価が高すぎる。９９%や９８%もの評価は不自然。評価
が適切でないのかも。
・多忙の中での月１回の研修会大変にお疲れ様です。
・昨年度の研究発表に出席しました。教員の方々の教育
に対する情熱を感じることができました。
・育成に力を入れられていることで、双方が向上する形
ができている。今後も続けていただきたく願います。

1

3

Ｃ

Ｄ

保護者アンケートより

「学校は児童の困り感
や悩みに誠実に対応し
ている。」に対して肯定
的な回答の割合

　　　　　　96%

Ｂ

Ｃ

Ｄ

３：
80%
以上

１：
70%
未満

4

　　　　＜これまでの取組＞
・各学期１回ずつ学校公開を行
い、保護者からの授業評価を真
摯に受け止め授業改善を図った。
・教員による模範授業を行い、学
級会の進め方や体育の体つくり
の運動の実施方法を研修した。

　　　　＜今後の改善策＞
・月に1回ずつ、若手教員対象に
主任主幹教諭の校内研修会を設
定し、教員の指導力向上を図る。

３：

80％
以上

２：

70％
以上

１：

70％
未満

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

3

1

Ａ

4

4

4

4

４：
90%
以上

4

4

・常に人間尊重の精神の育成を心掛けて指導に当たっ
ておられるとのことが、何より大切なことと思います。
・タブレットの活用が盛んになると共に、体験活動や対人
関係もより一層充実させていただきたいと思います。
・成果指標が総花的でそれも保護者アンケートの結果と
して高く評価はちがうと思う。
・低学年もパソコンを使いこなせているのを見て、タブ
レットがしっかり活用されていると感じました。
・今年度公開授業で一人1台のタブレットを活用している
子供達の姿やオンラインで地方の子供達と繋がり楽しん
でいる、生き生きとした子供達の姿を見ることができた。
・これからも直接的な対話や関わりを大事にして活用し
てほしい。
・一人1台のタブレットの活用は児童にとっても今後の学
習にも大きく影響すると思うので、個人差が大きくならな
いように指導を願います。

２：
70%
以上

3 ３：

80％
以上 Ｂ

Ｃ 1

4 １：

70％
未満

4

　　　　　＜これまでの取組＞
・ALTによる指導を充実させること
で、児童は進んで友達たちとコ
ミュニケーションを図ろうとし、学
習を楽しむことができていた。
・コロナ禍ではあるが、できる範囲
で体験活動や外部講師による指
導を行うことができた。
・児童に1人1台のタブレットを授業
や家庭学習で活用することができ
た。
・全教育活動において、教員が心
の教育を意識して指導した。常に
人間尊重の精神の育成を心がけ
て指導に当たっていた。
・体力テストでは、各学年ごとに課
題を見付け指導方法を工夫する
ことで、コロナ禍における運動不
足の解消を心がけた。学校全体
で長縄の８の字跳び等に取り組
むをした。
　
　　　　＜今後の改善策＞
・今後も一人１台のタブレットを活
用して、個に応じた課題に取り組
ませたり、家庭学習に活用したり
して児童の意欲高めるとともに、
更に有効な活用方法を研鑽して
いく。

Ａ 6

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

保護者アンケートより

「学校は左記に示され
た各取組内容を実践し
ている。」に対して、肯
定的な回答の割合

          94%

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

Ｃ

Ｄ

学校・家庭・
地域が担う

役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま

す。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

一
体
と
な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

4

Ｄ

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育

成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

４：

90％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

6

1

４：
90%
以上

３：
80%
以上

２：
70%
以上

１：
70%
未満

Ａ

B


